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 新型コロナウィルス感染症の流行下で、多くの理科支援活動がオンライン出展・講座にたっています。今回は、

オンライン出展・講座の状況と先号に続いて、最近開発の実験・工作機材を紹介します。登録支援員として活動

にご参加いただくときのご参考になればと思います。 

当クラブは今年発足 10 年を迎え、更に充実した理科支援の場を提供します。是非ご参加くださるようお願い

します。

【最近の活動状況】 

１．江戸川区環境フェア オンデマンド配信 

2021-6-6～30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図１ 電気理科クラブ オンデマンド配信 

テーマ：「電気のおもしろ実験、電気は 

省エネの宝庫」で出展 

 

２．「モノつくり体感スタジアム」 

 2021-8-20 ライブ配信 

  

 

主催：モノつくり日本会議、 

日刊工業新聞社 (IEEJ パートナー) 

テーマ：単極モーター工作とその説明 

4 回配信 

 

 

    

 

 

 

   

 

  図２ モノつくり体感スタジアム 

     ライブ配信風景 
 

３．「こども霞が関見学デー2021」 

  文部科学省よりオンデマンド配信 

2021-8-18～19 

電気理科クラブの活動紹介 

https://dkrc.jp 

 

 

 

４．連携活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      と実験機材 

News Letter 

ジュニア・ドクター育成塾（東京大学 

CoREF） 川口特別講座 支援 

2021-3-25 ライブ配信 

図３ 電気を作る、送る、ためる配信風景 

 

https://dkrc.jp/
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【活動に参加された方の感想】 

生徒を対象にしたオンラインライブ配信は、準備が

大変です。生徒と事前配信のテストに連絡を取ろうと

しても塾や部活などで連絡を取るにも一苦労です。た

だ、ライブ配信時の熱心な態度がうれしいです。 

 

【実験機材・工作機材の紹介】 

１． 電気と磁気 

2020 年度電気学会教育支援資金による開発 

(1)  三相インバータ実験装置（改良） 

これまでは負荷がΔ結線のみであったが、Y 結線にも

対応可能とした。各巻線には LED が接続され、周波

数を下げると巻線に流れる電流の状況が分かる。 

中にアルミ缶、棒磁石、方位磁石を置いて回転磁界の

実験ができる。社会連携委員会の動画ワーキンググル

ープによる動画「モータはなぜ回るの？」に機材を提

供し協力している。 

 

(2) 二相インバータ実験装置（改良） 

 

 

 

 

 

 

 

互いに 90°の位置に設置したコイルに、90°の位相差

をもつ二相の矩形波を加えると、コイルに囲まれた内

側には回転磁界が生じる。今回 90°づつ回転するもの

に加え、45°づつ回転するものを製作した。 

 

(3) リニアモータの実験装置 

 アルミまたは銅の短いパイプを図のように、ネオ

ジム磁石を張ってある台に上に置き、押し釦スイ

ッチを押すと、短いパイプに電流が流れ、フレミ

ングの左手法則にしたがう方向に動き、この法則

を実感できる。 

 

(4) リニアモータ見本の製作 

 

 

 

 

リニアモータの構造がわかる見本を製作した。

ネオジム磁石を一列に並べる際、磁石の反発力

によって同じ極を一列に並べるのは難しい。磁

石の数は倍になるが、中間に薄い鉄板を入れ、

両側に磁石が着くようにする。 

 鉄板の両側に薄い木材を両側から挟むよう

に貼り付け安定させる。両面にアクリル板を乗

せ、その上に銅のパイプをを乗せる。両端にス

トッパーを置きコの字形に曲げたアルミ棒を

銅パイプに差し込めば完成する。 

 

図４ 三相インバータ実験装置（改良） 

図５ 二相インバータ実験装置（改良） 

図６ リニアモータ実験装置 

図７ リニアモータ見本 
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２．電子工作機材他 

 2020 年度電気学会教育支援資金による開発 

(1) ハミングバード～メロディの小箱～  

 

 

 

 

 

構成：PIC マイコン 16F18313                              

９曲：子供の世界等  

協力：日本技術士会サイエンス夢クラブ              

押しボタンを押すと、９曲のメロディが聞ける。 

音階がどのようにして作られるのか、音につい

て考える。 

(2) 電磁結合スピーカー 

オーディオアンプの出力端子にスピーカーの

代わりに約３０ターンのコイルを接続する。

一方にスピーカーに約３０ターンのコイルを

接続する。双方のコイルを近づけると電磁誘

導でスピーカーから音がでる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の世界的拡がりの状況下でも，気軽にオンライン

で多くの人とコミュニケーションを取ることが

できているのもインターネットの御陰と言えま

す。従来，不特定多数の人々に情報を発信できる

のはマスメディアのみでありましたが，そのよう

な状況も徐々に変わりつつあります。クリエータ

が第三者を頼らずに作品を自ら発信できるなら

ば，創造活動の自由度も高まると考えられます。 

インターネットが提供する様々な機能の中で

もとりわけホームページによる情報発信は，どん

な人にとってもマスターしなければならない技

術となってゆくのではないかと感じています。現

代では，どのような事業（商業，サービス業，工

業，医療，NPO などから政府や官庁までも含め

て）を行うにしても個人客を相手とする場合に

は，ホームページを用意することが不可欠となっ

ています。それもただ，用意すればよいというも

のではダメで，正確でアピール力があり，ユーザ

フレンドリーなものである必要があります。事業

の種類によっては，繁盛するかしないかがホーム

ページの出来具合に依存するという厳しい現実

もあります。 

このようなホームページの社会生活上の位置

付けを考えると，ホームページのプログラミング

は特別な能力ではなく最早，読み書き算盤のよう

に万人が有すべき能力となるに至ったのではな

いかと考えます。これを実現するためには，でき

るだけ若いときから，できれば小学生ぐらいのと

きからプログラミングに馴染むことが大切なの

ではないでしょうか。江戸時代には，子供達に論

語を教えるのに，漢文で書かれている文章をまず

暗唱して覚えさせ，正確な意味を後になって教え

る素読という手法が採られていました。ホームペ

ージのプログラミングを教える場合にも論語の

場合と同様に，ホームページを作り，出来たホー

ムページが期待どおりに動くことを経験させる

ことを最優先とする手法が有益なのではないか

と思います。これを実現するためには，コンピュ

ータの簡単な操作でホームページを作成できる

子供向けソフトが必要です。エディタを使ってソ 

コラム 

～ ホームページ ～ 

1990 年代から普及が始まったインターネット

は，約 30年を経過して社会を支える基盤情報イン

フラとなったのは，ご承知のとおりです。電子メ

ールや各種手続きのペーパーレス化，ホームペー

ジによる情報発信などは，現代人の日常の中に浸

透し，なくてはならないものとなってしまいまし

た。2019年末に突然発生した新型ウイルス感染症 

図８ ハミングバード（工作機材） 

図９ 電磁結合スピーカー 
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【他団体との連携・協力活動】 

１．電気学会社会連携委員会 動画ワーキンググル

ープ（WG）での協力 

WG で製作の動画「モーターはなぜ回るの？」など

の動画制作に協力している。 

社会連携委員会ウェブサイト： 

ホーム - 電気学会 社会連携委員会 (iee.jp) 

 

２．わくわく理科教育の会での協力 

 日本技術士会「わくわく理科教育の会」との連

携・協力活動として、小型コンピュータ・ラズベリ

ーパイを使用した実験機材の開発・整備や東京大学

CoREF（高大接続開発研究センター）の活動支援を

行っている。 

 

【今後の予定】 

1．「環境エネルギー・ラボ 

 in せたがや」 

  2021-10-30 ライブ配信 

 テーマ：「リニアモータ 

の原理」実験機材の実演 

2．工作教室（予定） 

こども科学センター・ハチラボ 

工作教室 

３．科学体験教室（こども夢基金による） 

2021-11 日時未定 

 

 

4．「発電カーを作ろう」 

 2022/3  

 エコギャラリー新宿 

 手回し発電カーつくり 

 

 

【支援員の皆様へ】 

 新型コロナ感染対策のため、諸活動は延期や中止に

なっていますが、安全第一で活動を続けております。

今後のご支援を引きつづきお願いします。 

活動への参加は、ご都合の良い時の自由参加になり

ます。 

 

 本 News Letter No.４は、今までの活動にご支援い

ただいた登録支援員の方、関心をお持ちいただいた

方々にお送りしております。 

ご都合のつく参加ご希望などありましたらご連絡を

お願いします。 

 また、貴活動情報も可能な範囲でご連絡いただき、

連携した活動を希望しております。クラブでは、活動

の充実・拡大に向けて多くの方のご参加ご協力をお願

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：電気理科クラブ：木村軍司 

編集者：谷口 元 

2021-8-28 

ご連絡・お問い合わせ先：電気理科クラブ     

E-mail: mail@dkrc.jp   URL: https://dkrc.jp 

本 News Letter の配信が不要な方はご連絡をお願

いします。 

 

ースコードを記述しなくてもホームページを作る

ことができるソフトは，NetCommonsやホームペ

ージビルダーをはじめとして沢山ありますが，い

ずれも大人を対象としていて子供向けではありま

せん。子供向けのホームページ作成ソフトを作っ

て頂ける方はいらっしゃいませんでしょうか。小

さいときにホームページ作成を経験した若者から

は，優秀なプログラマー達が育つことを期待でき

るのではないかと思います。 

M.O.生 

 

伝リュウ君 

https://renkei.iee.jp/
mailto:mail@dkrc.jp
https://dkrc.jp/

